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国の支援策と連動した具体的な施策展開
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JAXAの主な取組 （★は次頁以降で紹介）

企業価値
（時価）

成長段階

国の主な支援策

事業化
（上場、M&A）

事業化

スタートアップ段階

成長段階

宇宙ビジネス発掘・育成
（S-Booster）【内閣府】

スペース・ニューエコノミー創造
ネットワーク（S-NET）【内閣府】

政府系機関によるリスクマネー供給

宇宙開発利用大賞【内閣府等】

宇宙関連2法

民間からの新たな調達

JAXA認定ベンチャー起業支援

宇宙産業人材の育成・参入促進

宇宙イノベーションパートナーシップ（J-SPARC）の推進

民間事業へのリスクマネー供給促進

潜在的参入企業掘り起こし／相談窓口
マッチング・イベント／地方自治体連携

軌道上実証機会の拡充

宇宙探査イノベーションハブ

出資

衛星コンステレーションによる革新的衛星観測ミッション共創プログラム

産学官による輸送・超小型衛星ミッション拡充プログラム(JAXA SMASH)の推進

衛星データのオープン＆フリー（Tellus）環境整備【経産省】

実証事業・技術支援
衛星リモセンデータ利用モデル実証・みちびき実証【内閣府】

SBIR



J-SPARC（宇宙イノベーションパートナーシップ）
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※J-SPARC：Jaxa Space innovation through PARtnership and Co-creation

JAXAの外に新規事業創出1

J-SPARCプロデューサー方式 (累積20名)4

• 熱意と強いコミットメントのある民間事業者等と連携。
- 累計48件の共創事業。うち、11件事業化。

(48件中、約9割が、事業化や事業創出活動を継続)。

新規領域・新規プレイヤーの積極開拓3

• レガシー・従来領域から、新プレイヤー・新領域開拓まで。
- 新しいエコシステム型連携モデル。

• 国家戦略のセレクション軸では出てこない事業も積極創出。
- 8つの新事業領域、8つの異業種連携を開始(次頁参照)。

新規プレーヤーの宇宙への参入 新しい宇宙関連事業の創出 技術革新・イノベーション創出

［主なテーマ］

人類の活動領域を広げる

宇宙を楽しむ

地上の社会課題を解決する

月・惑星探査

宇宙飛行

リモセン･通信･
測位

遠隔存在技術

コンテンツ・
AR/VR

ビックデータ/
AI/IoT

衣食住

軌道上サービス

宇宙輸送

• 宇宙なんでも相談窓口。企業がノックしやすい仕組み。
• 戦略企画型と協業マネジメント型のプロデュース。

オープンイノベーション型の技術・事業開発2

• 双方の計画整合、リソース統合し、開発を効率化。
(民間事業者への資金提供無し。)

• 事業と技術の同時創出。
(JAXA技術が、民間事業に活用され、実証・実用へ。)

共創型研究開発プログラム
「宇宙イノベーションパートナーシップ」（J-SPARC）

JAXA
技術コア・コンピタンス獲得

民間事業
創出



通信関連の事業検討事例(共創終了済)

J-SPARC（宇宙イノベーションパートナーシップ） 主な成果

8つの新領域連携
(JAXA事業領域以外)

1)小型輸送
2)有翼有人輸送
3)小型コンステ
4)軌道上サービス
(Reduce、Reuse、Recycle)

5)低軌道拠点利用
6)新規データ利用
7)成層圏利用
8)衣食住事業

8つの異業種連携

宇宙 ×

1)AI
2)ロボット
3)アバター
4)エンタメ

5)教育
６)食
7)生活
8)保険

非宇宙領域 宇宙領域

潜在市場

新規プレイヤとの
新事業創出領域

8
顕在市場

8

新しい事業領域の開拓1 民間投資額推移3

企業の自己投資累計35億円超。

事業化件数・他競争的資金獲得事例4

生活用品

PAF
エンタメ

VR 次世代教
育

光通信

宇宙
感動
体験

小型衛星
コンステ

アバター

防災
宇宙食

累積事業化件数：計11件

2

スカパーJSAT㈱

新たな通信システム構
築による超高画質ライ
ブ放送・配信事業検討

㈱ソニーコンピュー
ターサイエンス研究所

成層圏/低軌道 光
ネットワークサービス

事業検討

ソフトバンク㈱/
HAPSモバイル㈱

成層圏通信プラット
フォーム事業検討

2022年6月、宇宙光通信事業
を担うSony Space 
Communications
Corporation（SCC）設立

3

FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023

J-SPARC共創企業がSBIR Phase3採択
•民間輸送：採択全4社中、3社(75%)
•ﾃﾞﾌﾞﾘ除去：採択全3社中、3社(100%)
•リモセン：採択全8社中、3社(38%)

5)低軌道拠点事業 7)成層圏利用 7)成層圏利用



J-SPARC（宇宙イノベーションパートナーシップ） 主な参画企業

44

J-SPARC共創活動による多種多様なプレーヤーの参画（FY2018~2022）

食

SPACE FOODSPHERE（SFS）

宇宙輸送（旅行） 衛星（リモセン・通信）・データ活用 軌道上サービス ロボット・アバター コンテンツ・エンタメ・教育 要素技術

その他

開発コンソーシアム

［約35社コンソーシアム］

TSLをきっかけに生まれた法人

ISS生活用品

THINK SPACE LIFE（TSL）コミュニティ

㈱フィッツインターナショナル
㈱ジャパンブルー
㈱ミツヤコーポレーション
㈱デジタルブラスト
岐阜医療科学大学
(国研)国立長寿医療研究センター
京セラ㈱
㈱ＲＫＬ
㈱ティエラ

Ｂｔｅ㈱
㈱アマナ
㈱村田製作所

㈱ホーマーイオン研究所
三菱鉛筆㈱
溝端紙工印刷㈱
ピーコック魔法瓶工業㈱
㈱オーク製作所
㈱夢職人
㈱タニタ
スタイレム瀧定大阪㈱
ダイヤ工業㈱

THINK SPACE LIFE（TSL）パートナー

XPAND㈱
デサントジャパン㈱
ユニ・チャーム㈱

暮らし・ヘルスケア

宇宙医学健康管理RFP

千葉大学 筑波大学 医薬基盤・健康・栄養研究所

2022年度JAXA業務実績等報告書より抜粋



5

出資

ⒸAstroscale

JAXA SMASH

宇宙実証機会

ⒸDATAFLUCT

Ⓒ
Tenchiji
n

JAXAベンチャ
認定

Spin-Off

Industry

University Jaxa

Small Sat

Large
Sat

衛星コンステレーション
ミッション

共創プログラム

JAXA Label
［2022.5～］

成果活用製品へJAXA 
LABEL商標の利用に
よるブランド化。
他に商品化許諾

ビジネスアイデア
コンテスト（共催）

内閣府主催 宇宙ビジネス
アイデアコンテスト共催

JAXA研究開発成果を活

用した認定ベンチャー

海外展開支援

海外展示会等への出展、
宇宙産業ワークショップ
開催等

大学、企業、JAXA が連携す
る超小型衛星ミッション。民
間小型飛翔機会を活用し輸
送サービス多様化を促す

宇宙を推進力とする経済成長とイノベーションの実現に向けて

コンステミッション構築にむ
けた部門間連携・研究開発

国研等技術の社会実装や、

本邦事業会社・ベンチャー

の持続的成長を促す事業

創出を目指す。

宇宙航空を中心とした産

業全体への波及効果を最

大化し、エコシステムを確

立。
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